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平山博士 たちが， 薩南諸島の言語調査 を実施中というう わさを聞
いたのは， つい先頃であったが， たちま ちその成果が大判の著書と
なってあらわれた。 いつもながらζのよう な大著 は， 平山博士 の強
靭な休力と精神力とを象徴するかのよう で ， 畏敬の念 を起とさずに

おかない 。
本舎 は平山博士編 で あるが， 地理学・ 民俗学・言語学の各部門が

相提携して総合研究 を実施した成果を収録したもので ， その内容の
構成 は次のとおり。

総論 地理的環境 社会環境と生活 言語 (以上12ぺ) 第l編
地理的環境 (51ぺ) 第2編 社会環境と生活 (143ぺ) 第3編
言語 (288ぺ).. 一平山輝男・大島一郎・中本正智 付録 フィノレム
レコード解説 (11ぺ) 総索引 (10ぺ)

すなわち言語編 は総ページ (509)の3分の2 を占めるので ， 木
舎の中核 は言語で ある。 その他扉 を開けると， 地図が5枚 あり， そ
のう ち言語関係で は言語地図と薩南アクセント 分布図がある。 口絵
iζ調査の記 録一一話者と生活環境ーーと題し て写真数十枚 を飾る。

乙れは博士の前著『琉球方言の総合的研究』と同じ趣向で ある。
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言 語編 の中心は， 九州南端から 奄美大島lζ至る聞の薩南の島々の
方言であっ て， 奄美諸島の方言の方は， 特殊な小方言の記述があっ
たり， 広い 地域にわたる概説風の文法記述があったりす るほか， 音
韻と文法とは調査地点が違うなど， w琉球方言の総合的研究� (以下

との本を前者容と略称する〕の補造的性格をもつようである。 な お以
前の平山博士の論文「トカラ群島・屋久島・1ill子自の方言J (国語学

69�長)のなかの文法面の大部分は本書の総論編lζ， アクセント・音
韻面 は第3編言語lζ再録按配され ている。

本書の論述態度は全く前著書と同じで， 共時態と しての体系的研
究だ。 と きに辺fI寺的解釈を加え る。 音 韻の部 は音*抽山作業が主。

文法は動詞・形容詞の活用体系と代名詞体系の記述lζしぼる。 第4
主主 語 気: も前著告と同じ共通語 語 染(前著書より50 コ? 減)の下

lζ地点は狭義の薩南諸島から 多くとり， 方言形を配する。 アクセン
ト付きで， 音声表記lζ音素表記を併用す るのが本舎の特色。 ぜいた
くな第4立で， 言語編の総ページの3分の2を占める。

さ て， 本書の 奄美諸島方言を除く陵南諸島の方言l乙関 す る
一一所論を見て行くととにするが， 本音によ って教 示を受けたとと
ろは随所にあり， 筆者の こ れまでの調査 結果 が確められた点もはな
はだ多い 。 まず感謝の窓を表わさなくてはなら ない 。 しかし疑問 点
や異見がない わけではない 。 その点を述べて博士の叱正を乞い たい
と思う。

総論 言語

乙の編は奄美諸島を含む薩南諸島方言の概観である。 気�3編言語
への introductionと して使利だ。 ここでは薩南諸島(本稿では薩南諸
島は奄美諸ぬを除いていう)の方言特色をうき彫りにするため， 奄美諸島

方言と鹿児島方言とに言及しつつ記述説明される。 音 韻lζ関して，
薩南諸島方言の五つの特色があげてあり， いずれも適切。 卑見をの S 

べる。(1 ) 1(， 動詞 語尾のノレ/rufK対応す る入声音の分布する島々
のことをあ げ， I薩南諸島の入声音の相は鹿児島本土方言を含め入
声音の変化過程を み るに重要 なものであるJ (14ぺ左)は， それはそ

うであろうが， 薩南諸島のノレ語尾lζ限つ ての入声化 は， 新 しい 現象
であっ て陵隅本土のそれは， 他のキ， ク， チ， ツ等の入声化 の影響
によっ て生じたものである。 薩隅本土ではノレ語尾はイ母変化す るの

が本来の形だと思われるからだ。 従って島々のノレ語 尾入声化 は本土
のそれとは無関係に先生したと忠われる。

次lζ ( 2) の特色の[DJに関して， I南種子の島問方言などでは
破裂音の[gJである。 西之表市と同じすがたである。J (14ペ右)

とは， 西表市lζ関する限り誇張にす ぎよう。[DJ は稀にあり， とき
にじgJ で実現されたり， [-Jを洛と したりして安定をかくととは
事実である。 次に ( 4) の特色， I屋久島・程子島方言で[dJ→[rJ
の現象がみられるJ (15ベ右)との[rJの音 価は筆者の観察では，

程子島の中南部と屋久島の諸地点では ( 下甑品でも )， 本来の[rJ
とちがい ， [dJと[rJの中間音[.!:Jである。[工]は舌端を歯茎に
つけて， やや後方IC引く強い 破裂音 である。 [.!:oroJ泥， [ko.!:o moJ 
子ども， [koro moJ衣， [rofijaJ ロシヤ 。 土着の高年府は， 乙
の[.!:Jを強い 音， [rJの方を�Dし、首ーなどと称して区別する 者がかな
りいる 。 ζの点につい て木書は一言もふれ てないのは惜しい。 ( 5)

の特色は宝島方言の中舌音のととだが， 乙れはtl'í3編のとと ろで卑
見をのべる。

次I乙「奄美方言と仙の薩南諸島との特徴的現象」と して三つあげ
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無 くもがなのと と ろ。 むしろ十島村以北の方言の/ 0/ に対して/u/
なる点をあげるべきであろう。 それにしても平山解釈に対する服部

批判「書評琉球方言 の総合的研究J (国語学74W)につい て 本書 で
お答のないのは残念である。

文法面で準者のfJ.'�査と迷うのは「受ける人」のう ち， 次のものが

ある。

( 本書) 小瀬田 'ukUNhi to 尾之間 'ukuQhi to  

( 上村) 11 'ukuQhi to  11 'UkURhi to ， 'ukui hi to  

また「他の多くの方言では『起きる』にあたる語は一段活用を示
しているJ (17ぺ右)は大変なミスで， ラ行五段活用を示していると
すべきだ。「落ちる」も一段でなく下二段活用化するのが普通。「起
きる」が下二段化する方言は隼者の調査では， 中之島・悪石島・口
之島・室島・小室島などト カラ列島中心である。

文法体系の上から奄美諸島方言が， 十 島村以北の方言とちがう 点
は動詞・形 容詞の終止形の構成である乙とは周知のとおりだが， そ
の栴成lζ関する平山博士の解釈はすでに前著主主にみえ， 本書でも要
約される(18ぺ〉。平山説に賛成する者として， 少し感想を加えたい。

その所説は例えば， 名 瀬市の「書く」 は ka kju ri と ka kju Nの二
つの終止形がある。 ka kju ri は ka k i ( 述用形)+'u ri ( 居り) の構成
であることは従来の説だが， ka kju Nの方は定説がなかったのを，
ka kjuru ( kjur i の述体形)+munu ( ものを) の構成だと解釈され
るのであって， 形 容詞の構成も動詞の場合と 並行して， í日い」 の
ta k sa N は ta kasa ru ( ta kasa ri の連休形)+munu ( ものを) という
構成であるとされる。

ζの解釈から， 種子島南部方言で話し手の意志を表わすのにIí書

ているなかに， í2 . /p/ /t/ /k/ /r/ /m/ などの子音が語 頭 以外で拍
を なすJ (15ペ右〕点をあげ， ζれを鹿児島の入声音や薩南諸島の
動詞Jレ語尾にみる入声音lζ結びつけ， í入声音化する過程を示すも
のとして， 入声音と同じ現象とみるととが で きるJ (15 ぺ右)とあ

る。 しかし奄美諸島方言と薩南諸島の方言の共辺的特徴としては，
甘すぎる見方ではなかろう か。 筆者はむしろ/ p//t/ /k/ /r/ 等は入
声音とはちがうもので， 閉鎖lζ 破裂を使う ととを強調する方がよ く
はなL、かと 思 う 。 次のí3 . 十島村や屋久島にある[V ] は奄美方言
ではわずかに喜界島lとみられるJは， たしかにそうだが， 愚見を
加えるなら， 薩南の島々の音韻現象については， いちおう薩摩半島
南端部の方言を顧みる必要がある。[V ] もその例で， 半島南端部の
[v ] は， 十 島村の中之島を中継地にして苦界島の[v ] に連絡する

のでなく， 半島南端部の[V ] はそれぞれの二つの方向に分かれ て

分布したとみるのである。 なお[V ] の分布と並行しがちの， 母音
聞の[k][ t]の有声化現象が程子島・屋久島・口之島・黒白など

の諸方言にどく稀11::， かすかにきかれる ( ζの点本書では把握され
ていなし、) が， 乙れも薩摩半島南端部と共通的な特徴である。 また
種子島方言には有声子音の直前の母音が鼻音化する傾向があって，
一一近どろ弱まってはいるが一一乙れが半島南端部方言のそれと結
び っく。

さ らに「他の薩南諸島の方言とくらべたと き の 奄 美 諸品の方 言
のもつ特色をあげるJ。 その特色のí2 . I政頭音素は/ ?//h/ / '/の三

つの対立であるJ (15ぺ右)という に続いて， 奄美大島の佐仁方言
の[ja :] (山) を / 'ja fJa/;与路方言の[kawï]('[ωを /ka TJwï/ と

解釈するのは前著書lζ見られる平山博士独特のものだが， と ζでは
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クモノヲJという 表現法が一時代前lζ行なわれたととや， 種子島だ
けでなく九州西南部方言では， アッタラシカモン(惜しいζとよ)， 
ウーカモン ( 多いととよ) なと、の感動の怠の終助詞モンが用いられ

る乙となどが連想され， いよいよ平山説を支持する次第だ。
なお十島村以北の九州方言の「形 容詞カ語尾の形 態と奄美諸島方

言のK語�との関係も， 互に関連のあるものと思われるJ (18ぺ右〕
とあるのは， 興味ある問題だが， 目下の筆者は九州方言におけるカ
語尾形 容詞の発生は室町j切にあると思い， それ以前のカリ活形 容詞
はすでに琉球方言に入っていたと想像するので， 両者は無関係では
ないかと思う 。 ( K語幹とは奄美方言にある~ カリ・~ カン 形 容詞
終止形 などをいう)。

第3編 第1章アクセント

多くの読者は種子島の中種子町・西表市のアクセントが二型アの
熔印をおされているととをいぶかるであ ろう 。 平山博士の従来の説
と迷うからである。 筆者は数年前中極子町高圧lill身の植村雄太朗氏

( 平山博士の話者) が自分のアクセントは二型アだと告げたので，

機会を得て調査してみると， 結果は本書と大体同じ。 ただ迩う点は
鹿児島方言のB型にあたる3拍諮lとあった。

(本書) 一 一 (上村){�・0， 0・0[> o to ko ， 叫o ga 0・0， 0・・b
・・o ma:ta (蒔いた) ・・O ( 蒔いた)

すなわち0・0型IC助詞の付く場合， 助詞の直前まで高められる
のだ(なお， アサヒ~ アサヒガ， イトコ~イトコガ， ハタチ~ハタ
芋ニ)。 本書でいう 西表市の特徴である型を植村氏は発音して い る
わけだ。 おそらく個人差のあることだろう 。 本苫の話者全員が一致
して同じ型を示したか疑問である。 中極子町内でも地点によ り， あ

いまい乃至無アクセントの方言もあるよ うで， 二型アがどの辺まで

及ぶか本書でも不明である。 筆者が驚いたのは， 西表市アクセント 包

( 本書では西表市の西表のアクセントを指すのだろう) が二型だと

いう ととだ。 筆者の最近の調査(話者5人) の結果でも， 二型を区
別する 人は一人もいなかった。 5人の話者のなかには， 平山博士の
話ー者 に な っ た 2 人， 柳回桃太郎氏・鮫島宗美氏(鮫島氏は上村幸
雄氏のかつての話者で， 上村氏にアクセントが無いといわれたとい
う) が合まれる。 型の区別のないのはもとより， 型意識はひじよう

に薄い。 5人から集約さ れ た 型 ら し いものは， .[>， ・O�O・
[>， 0・O�O・・[> ( 帆が， f，fJ.lが， 鼻~が・ 花~が， 女~が・男
~が) ただし同一人でも気分・はずみなどで， ・b→ O砂 O.。
→0・・， ・00 0・・b→ 0・0[>のよう に頂点 は移動しが
ち。 もちろん高低の差はう すいので平板調である。 あいまいアとい
うより無アクセントと呼びたい。 いずれにしても種子島アに関する
著者の新見は旧説に言及することなく発表さ れ， おまけにアクセン
ト語例が少ないので， 読者lζ不親切な乙とおびただしい。

次lζ屋久島尾之間アクセントの， 0・， 0・砂 ha na ， hana!)a 

( 花， が)， 0・・0・・砂 o 厄ko ， o to ko !)a (男， が) (241 
ぺ〉はどう だろうか。 筆者は乙の型は00....， 00・， 000.砂型

とみて来た。 鹿児島アのように急激に上昇しないで， おとなしく頂

点に達するのであって， 土着人は段後のf自がl勾まるととを意識して
いる。 フィJレム レコード解説(482-483ぺ)を読むと， これらは0

..型に記さ れたり， 00・型だったりする。 例えば， 花 ha ha !)a ，

山 ja 示扇， 雲kumo !)a "'1ζ対して， 海um i !)a ， 舟Fune !)a ， 声
ko e!)a ， 兎usa !)i ， usa !)i!)a (usa Di!)a は誤 り)， 余るama tE，ama tfE
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するなら苦しいではないか。 なお筆者の調査では屋久島一湊方言に
おいても長音拍を含む三拍語B型を， クーシ(櫛)， カース(烏 )， 

へ二'吉 (蛇)， タニ':J (立つ) ， マ二
・Y(蒔く ) と 発音する傾向が

ある。 ただし名 詞lζ助詞が付く と， カースガ， ヘービガのようにな
る。 (との場合山は助詞lと移動しない) 。 また本書lという 中島方言の

0・・型は， 00・型がよいのではなかろうか， 調査不足だが， 筆
者のノート には000としてある。 附言すると， 薩南の島々のアク

セント体系の変化過程を示す図表(加ベ)は， 修正を要する にし
ても 見事なもので， 屋久島アが鹿児島アよりも新しいとした卑見は
取り下げなければならない。

第2章音韻

「宝島方言の母音体系の特色は中舌 として， /ü/と/ë/をもってい
る ととであるJ (254ベ左)。 との/ü/は筆者は/i/と観察している。
だから[u sü:](薄い)， [ marü:] (丸い)， [ nu kü:] (1凌い) など
は[USï:]， [ marï:]， [ nu kï:]であって， :(0;美諸島の[ ï]の音価 と
閉じ。 卑見では本書の/ë/ の語 例は多く/ï/ である。(右は上村〉

[dë:nelJ] (来年) [dï:neロ]
[ kë:] (来い) 同左

[Fë:] (如・灰) [Fï:] 
[o to të:] (一昨日) 同左

[ n isë:] (青年) [ n isï:] 
[jasë:] (野菜) [jasï:] 

[në:] (1!1(い) [ nï:] 
[Fu të:] (太い) 同左

筆者の調査からは， [ï]は/u i//ai/ に対応し， [ë]は/oi/に対応、

深いFv k a ka ， 強い t sujo ka..... 。 実際 レコード に照らしても明瞭

に語末が高い例が多い。 歩くa:mu (483 ぺ右) は a:mu ときζえ
る。 なお第4�主語設 に見る尾之間アクセントと レコード解説との閲

にも 矛盾がある。

(語 染) (レコード)

涼しい sud z高ka sudzuh ka 

白い f ijo ka f iro ka 

深い Fv ka ka FV ka函
強 い t so: ka tujo ka 

やはり本書でも認めている00δの方を型とする。 そ乙で語染編
1(00δ， 0000のよう なアクセント表記の語染がずいぶん みえ

るが， 疑問だ。 す乙し例をあげる。
毎日 me: n i tf i  心配 fi m pai 烏

正月 fODDa t su 食物 ku imolJ 蛇

後 可)0 五:4 ha疋五 苦ぷ

あそζ a k ko 道具 ro:gu 習う
そちら 石石了i 徳利 to k ku i 21主く
どちら高司1 櫛 ku:fi 助ける
三十 sand3u: 稲妻 inab i kai 古い
半分 hamb凶 暴風 o: kare 浮い
人間 lllDDelJ 波 na:ml 暖かい
ζれらは， いずれも 00 0・00 00調にきこえる のを誤って

金高 としたのであろう 。 やはり000・ 0000型 とみるべきであ
る 。 二重母音・[凶・口]で終わる語は， シン天才・クィZヲ・タ
スクッのようになる。 第一アッコ・ソッチ・ド ッチ等を全高で発音

ka: su 
he:bi 
J苛 kobu
na:u 
a: ku 
百石E干

Fu: ka 
kai ka 
nu k ka 

Mh
s
g
hw
誕
Q
d
総
帥世
嗣惜

〔
肱

稲田



すると言え そう。 なお例示する。[ï] の例， [ samï:]寒い ， [ mï: ta] なのは 全く頭lと来てしまう。
向いた ， [ sï: ta] 好いた ， [amï]甘い ， [ i tï:]痛い ， [S in pï:]心配，

[nï:ta]泣いた ， [n inïbo:]担棒， [ak inï:]郎， [bï:ra]パイラ=

薪用小枝， [takï:] �.�い。[り の 例， [të:da]研 いだ， [kë:da] i'，�i 
いだ， 例外， [të:Fu:]台風 ， [të:noijo]仰 の fXJ" 日jo:dë]兄弟，
[dë:ko口]大根， た だし後二つは [kjo:dï:][dï:koロ]とい う 人も あ
る。 しかし， 本舎には 報告はない が， 小宝島方言で は/ai/ /oi/ には
常に[ë] で対応している。 乙の方 が本来的なも の で， 宝島方言の

/ai/ �C対応する [ï] は [ë] より変化 した も のと思う。 宝島方言

の 自然、談話(フィルムレコード) を聡くに音声符号 化 の wakJ但
(若い) . wakë (若し、) (496ぺ〉とarë:ko ta: ( あら い ととは)・

ha rakë:ta (立腹して)(497ぺ〕は 筆者の 耳には [ wakkï] [ wakï] 

[a rï:kota:] [ harakï:te] のよう にひびく。

次�C本書は 四つ仮名の区別 が 黒島(三島村)の大里方言lとあって，
向島 の 片泊方言では， [d3 i] [dzu] に統合してい る(249ぺ右〕とと
を教え る。 種子・屋久方言につい てはとくに立言はな い が， やはり
日3i] [dzu] で 統一的に表記されてい る。 しかし一般に白 i][zu] 

�C統合してい るとい うのが 卑見である。 乙 の地方は 夕、行 ・ザ行 音の
ラ行音化がはげしいので， [d3 i] [dzu] など破擦音 の 先行 を予想、し
がちであるが， 現実 の 発音は[3 i][zu]が 常態である。 宮之浦方 言 ;
[d3 i:] (祖父) [kad3e] (風) [ sidza] (膝) [ sudzuSika] (涼し
い)・(260ぺ左〉など破際音 は 無理 だと思 う。 以下ページの 処々に

再考すべき 破擦音記号 がみら れる。 とくに語気慌 のなかで， 鹿児島
語の語 形として， おじ[õd3 i]， 入墨[ i redzulJ]， 鼠[ned五五]， 雀

[ sudzume]， 肘[ç id3 i]， 涼しい[ sudzuJ i]な ど すべて破擦音表 記

第3章文法

「薩摩半島 の 方言で は， 1カ語尾 」が多く， 大隅半島で は， いわ
ゆる「イ語尾」 が多いとい う ことになっているが， 硫黄白方言 の 級
相は， 大隅半島 の 諸方言fC近い関係 を示していると言え るJ (280ぺ
左〕は， 少し注釈が 要る。1"" .K近い関係 を示してい る」は 「似て
いる」とい う程度で， 史的関係 はない。 硫黄島の 住民は薩 摩半島南
部から の 移住者が大部分とい われ， 薩摩南部の現状はカ語尾・ イ語
尾 が 伯仲してい るが， 古くは イ語尾が 優勢であった ととが 推定でき

るから(鹿児島 地方は現在 も イ語尾優位)， 硫黄島方言の 状態は イ語
尼多用 の薩 南 の 移住者 によって， もた らされたとみら れる。

つ ぎは 硫黄島の形容詞の 推量形lζ関して， itakaka QdoE の形もよ
くあらわ れる。 乙れはtakaka (iffjい) �C -dOE がついた 形 である」

(288ぺ右)とあるは， 誤解であって， との説明は takakaru とい
う古い連休 形K-dOE (-roE の薩 摩なまり) がつ いたとすべきだ。
よ く薩 摩地方で 好まれる 表現法である。 なお細 かなことを言うと，
木書では薩南諸島の !Il]]詞の 連体形を示すの に一律に「人」とい う 語
のつく形をもってしているが， 1時 」という 語がつくと， その形 は
変 わる 方言が多い。 す なわち， つく語が 摩擦音 で 始まるか， 破裂音
で 始まるかによって違い を生じ るので， 本書のよう に終止・連休 を
まとめて活用形とするのは い よ い よ あぶないと思 われる。

最後 に文法面lζ多い 主な誤り を 正しておく。 下段の 方が 正しい。
290ぺ右 ha'jo kake' wa 'jokata 

一一一一一一- 'joka Qta 
291ぺ右 'jo' i'jo takOEna teku Q (だんだん高くなる)

苫
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以上のべ来たったと乙ろ， 的はずれの妄言の多い と と をおそれ

る。 博士の術n;'l忽をねがうと共lζ， 併せて駿馬lζ続く大品・中本両

氏の�みの堅実ならんととを祈る。

(1昭和44年3 J1 31日 IYJ治古院刊

(一一山田さんだよ)

B5 

一一一 ' irete一一一

一一一一 'jakusN to'jo (ー一一ーだめなのだ)

一一一一 'jakuseN to'jo 一一一ー

'aNzjoEga kabeba 'o' imo kaku (早く書けばよかった)

(削除。次の文と重敏， 訳文もあわない)

(あの人が「書く」と言った)

(あの人が「書けるJと言った)

(書けけば書ける)

(書けば書けるのだよ)

dONdokosaE一一一一
kONdokosaE一一一一
kam in i kaEte soteE ha r idasaN ma'jaE 

har idasaNb唱'jaE
kakoEgotaN roE (書いたろう)

(書きたいよ)

kakimoso' jo (書きますよ)

kakimoEsoE'jo (沓きましょうよ)

(書かなくてもよい)

(書かなくてもよいのだよ)

一一-darede gozaa r imoEsu roEkai (ー一一ど な た でどざ

(だんだん高くなってくる)

neNnOE 'rete kake'jo 295ぺ左

297ぺ左

右

303ぺ左

11 

11 

11 

304ペ左

307ぺ左

右

11 
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いますか)

トーどなたでございましょうか)

--'jamadasaN zjaN roE (一一山田さんだろう)
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